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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 私 た ちの 教え 
で は 、 信 仰 に つい で アッ ラー に 対す る 最も 重 
要 な 務め は 礼拝 で す 。 礼拝 は 、 無 限 の 恵み に 
対し て アッ ラー に 感謝 と 称賛 を 捧げ 、 罪 の 散 
し の た め に 心 と 舌 と 体 を 一 つ に し て 行なっ て 
いる 祭 拝 行為 で す 。 

礼拝 は まず アッ ラー が 命じ られ た た め に 
お こ な わ れ ま す 。 同時 に 、 
全て の 宗 拝 行 為 と 同様 、 
礼拝 に も 宗教 的 、 現世 的 、 
精神 的 、 道 徳 的 、 社会 的 、 
さら に は 肉体 的 な 多く 
の 効用 と 英知 が あり ま 
す 。 預言 者 ムハンマド の 
表現 を 用 いる な ら 、 教え 
の 柱 で ある 礼拝 は 、 苦し 
い 時 の 焦 難 所 で あり 、 喜 ん で いる 時 の 感謝 の 
場 な の で す 。 

グル デー ン で 示さ れ て いる と ころ に よる 
な ら 、 正 し く 行 な われ る 礼拝 は 物 惜 し みす る 
こと へ の 薬 で あり 、 社 会 的 相互 援助 、 扶 助 の 
動力 で す 。 日 に 5 回 の 礼拝 で 40 回 「 私 た ち は 
あな た の み 祭 め 讃え 、 あ な た に の み 助 け を 女 
い 願 う 」 と 唱え 、 ア ッ ラ ー へ の 服従 と 信頼 を 
示 し ます 。 礼拝 は 精神 を 高め 、 人 を 地獄 の 刑 
六 か ら 救 い 、 天 国 に 入る 状態 と し ます 。 人生 
を 豊か に し 、 疲 れ を 取り 除き ます 。 預言 者 ム 
ハン マ ド は 礼拝 が いや し を も た ら す こと の 示 
隊 だ し て 1 ビジ ラール よ 、 立 ら あ きい 、 イー 
マ を 行ない な さい 。 礼 拝 を し 、 楽 に な り ま し 
ま 人 の | あて いま し た 。 























































































































親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 心 理学 の 専門 
家 に よる な ら 、 明 毅 の 念 と イフ ラー ス を も っ 
て 礼拝 を 行なう 人 の 生 は 新た に され 、 エ ネル 
ギー が 増し ます 。 よ り 成 功 し 、 よ り 豊 か な も 
の と な り ま す 。 礼拝 は 即 り を 鎮め 、 苦 し み を 
散ら し 、 悲 し み を 取り 除き ます 。 ア ー イ シャ 
さま は 「 ア デッラ ー の 使徒 は 悲し い 、 つ らい 出 
来 事 が あっ た 時 に は すぐ 
に 礼拝 を 行なわ れ た 。」 と 
語っ て いま す 。 礼 拝 は 平 
等 の シン ボル で す 。 信 者 
た ち を 融合 させ 、 一 体 化 
させ 、 そ の 心 を アッ ラー 
に 結び 付け ます 。 礼拝 が 
な され て いる 家 で は 、 仕 
事 に 豊か さや 活気 、 恵 み 、 
活力 、 秩 序 が 与え られ ます 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 肉 体 的 、 精 神 
的 な 生活 に 秩 度 を 与え 、 数 え 切 れ な い 英 知 を 
備え て いる 礼拝 を 忘れ な いよ うに し まし ょ 2 う 。 
二 ニ つ の 礼拝 の 時 刻 の 間 で 、 魂 は 礼拝 に よっ て 
清め られ る の で す 。 心 は アッ ラー を 想念 する 
こと で や すら ぎ を 得 ます 。 

フト バ を 次 の ハデ ィ ー ス で 締め くく り ま 
す 。「 誰 で あれ よい 形 で ウド ゥ ッ ー を 行い 、 ル ク 
ー 写 明 怖 の 念 を 完全 に 伴っ て アッ ラー が 義務 
と され た 礼拝 を 行 な を ば 、 ア ッ ラ ー は その 人 
を 許さ れる と 約束 され た 。 そ れ を 行なわ な い 
人 に は アッ ラー の 保証 は な い 。 お 心 の まま に 
許さ れる か も し れ な いし 、 罰 を 与え られ る か 
も し れ な い 。」 
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